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1　背景と目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iTX
　確率共鳴 （SR）は雑音電 力の 増大 と共に系 の 応答を高

め る効果 を持 つ ［1］．こ の 確率共鳴を受信 機に 適用する　　ib（t）

こ とに よ り，従来 の 受 信 機 で は 検 出で きな い 受信 感度下

の 信 号を通信 に 利用す る こ とが可能で ある．

　本稿では，確率共鳴との 親和性の 高い 双極 パ ルス 信号

検出に おい て，確率共鳴受信機の 解析手法を考案 し，受

信機の誤 り率 （BER ）特性を評価する．
2　シ ス テ ム モデル

　シ ス テ ム モ デル を図 i に 示 す．データ信号 は，データ

系列 di∈ 1＋1，− 1｝を用 い て、次式で示される．
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（1）

こ こ で，‘は時刻 を表す イ ン デ ッ クス ，Tb は シ ン ボル

継続 時間，ψ（の は 0 ≦ t ＜ Tb 以外 で は se（t） ＝ O，
1〆研

b
ゲ倣 一1の 彫 波 で ある，

　通信路上で平均 0，分散 峠のガウス雑音 n ，（t）が加わ

り，受信ベ ース バ ン ド信号 は

r（の ＝ Ab （t）＋ nc （の （2）

となる．A は受信信号振幅 とし，受信感度以下 で ある とす

る．こ こ で，さらに平均 0， 分散 鮨R の ガウス雑音 nSR （t）
を加え て，受信感度 を 超 え た 信号を判定 に 利用する．

3 解析手法

　コ ン パ レータ 入 力 〆（t）＝Ab （t）＋ nc （t）＋ nSR （t）に お い

て，出力 y（t）は ηを受信感度と して

y・・）一｛：1纖1茅1
で与 えられる．こ の とき，y（t）＝＋ V となる確率 は ，
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（4）

と な る ・こ こ で … f・（x ） ・ 缶£
°°

・xp （
−R）dt と し た・

P ［y（t）　・＝一円 も 同様 に 示 される，

　1 シ ン ポル あた りN 回サ ン プル した と き，受信感度 ＋η

を κ 回 ，受信感度 一
ηを y 回 超 える確率は以下 の 多項分

布 で示 される．
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図 1 シ ス テムモ デル．
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　　　 図 2BER 特性．

こ こ で，P
＋

二 P ［〆（t）〉 ＋η］，
　 P− ＝P ［〆ω ＜

一
η］とした．

判定で は サ ン プル し た出力結果 の 最 も多か っ た も の を シ

ン ボルとして 判定する．よっ て ，BER は

BER ＝O．5P［X ＜ Yld， ＝＋ 1】＋ 0．5P［X ＞ Yld， ＝ − 1】

　　　　　　　　　　　　　　　 ＋0．5P［X ＝Y亅　　（6）

とな る．
4 数値例

　 図2 に解析結果を実線で ，シ ミ ュ レー
シ ョ ン 結果 を点

で示す．こ の とき，シ ンボル継続時間 Tb　＝ 1．eμs，1 シ ン

ボルあた りの サ ン プル数を 10とし， 受信信号振幅A は受

信感度 η以下 とした．また，シ ミュ レ
ーシ ョ ン の 試行回

数を 105回 と した．図 よ り，雑音を加 え る こ と で BER が

低下す る こ とが示 された．また，解析結果 は シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン結果 と一致した ．
5　むすび

　 本稿で は ， 受信感度下の双極パ ル ス検出の ため の確率

共鳴受信機の 解析手法に つ い て説明した．そ して ， BER
の 非線形特性が確認され ， 解析結果が シ ミュ レ

ー
シ ョ ン

結果 と
一致する こ とが示 された．
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